「あたしのお 父 さま、 お 母 さま。 日本へ かえったら、 

こんど こそ、 めぐりあえる でしよう ね」 

房 枝 は、 唇 を かすかに うごかし、 小さな こえで、 そ 

ういって みた。 

(だめ、 だめ。 君の 両親 は、 もうこの 世の中に、 生き 

てはいな いの だ) 

そういって、 顔見知りの 警官が、 気の毒 そうに、 頭 

を 左右に ふるのが、 まぼろしの 中に 見えた。 

「まあ、 やっぱり、 房 枝のお ねがいごと は、 だめなん 

でしよう か」 

(そうと も、 そうと も。 もう、 あきらめ たまえ) 



るい 青年に、 こえをかけた。 曾 呂利本 馬と いう 妙な 名 

が、 その 青年の 芸# だった。 

「な あに、 大丈夫」 

と、 曾呂利 青年 は、 うなずき、 

「ねえ、 房ち やん、 いつもい うとお り、 僕なん かに か 

まわない がいい」 

そういって、 彼 は、 あぶなっかしい 足 どり で、 食堂 

の 入口 を またいだ のだった。 

この 気の毒な 曾呂利 青年 を、 房 枝が なにかと 世話 を 

してやる と、 そのたび に、 トラ 十が、 目 をむ いて、 口 

ぎた なく 叱りつ けた。 



(おい 房 公。 お前、 手 を 出すな。 その 曾 呂利本 馬て え 

野郎 は、 正式の 団員 じ やない ぞ。 メキシコ のどぶ 川の 

中で、 あっぷあっぷ していた 奴 を、 おせっかいの 団長 

が、 えりくび とって 引上げて やった のさ。 それから 

こっち、 いつの 間に やら、 ミ マツ 曲馬団の すみつ こで 

こそこそう ごめいて いる 奴 さ。 とんちきな 芸名まで も 

めう ま 

らい やが つて、 歯の ない 牝馬のう えに のっかつ たと 思 

うと、 もうあれ、 あのと おり、 自分の 足 を、 ひん まげ 

てし まった。 ざま あみろ というんだ。 正式の 団員で も 

ない 野郎の 世話なん かする と、 この おれさ まが、 だまつ 

ちゃい ない ぞ！) 



房 枝 は、 ふんがいの あまり、 こっそりと、 本 馬に い 

うと きがあ つ た。 

(ねえ、 曾呂 利さん。 あたしに は、 あんた がどうして 

も、 弱虫に 見えない の。 男なら、 なぜ 一 つ、 思いき り、 

きびしく、 いって やらない の。 あんた、 わざと、 強い 

の を かくして いるん じ やない？) 

と、 ませた 口で、 年上の 青年 をな じる と、 曾 呂利青 

年 は 首 を ふ つ て、 

(いやいや、 僕 は、 だめです よ。 悪口 をい われても、 

仕方のない 人間なん です。 ほうっておいて ください) 

と、 目を伏せ ていう。 



(そう。 ほんとうに、 力なし の、 弱虫な の、 じゃあ、 

あたしが、 これから 加勢して あげる わ) 

(いやいや、 めっそう もない。 房ち やん は、 僕なん か 

に、 かまわな いがいい) 

そういって、 曾呂利 青年 は、 足が わるい のに、 一番 

高い 上段の 寝台へ のぼり、 もう 息 を ひきと リ そうな 老 

犬の ように、 小さくな つて、 寝て しまう のだった。 

夕暮の 空の 下で は、 房 枝 は、 一 時、 両親 を 恋うる セ 

ンチ メンタルな 可憐な 少女に かわる が、 ふだん は、 す 

さま じい 世渡りに きたえられて、 十五 歳の 少女と は 見 

えない ほど、 きびきびした 少女だった。 



強力 爆弾で 沈められた ことがある。 それ以来、 怪 飛行 

機の 追跡に は、 おそれ をな している の だ。 防空 無電 局 

は 「国籍 不明の 爆撃機」 といって 来て いる。 気味の わ 

るい こと、 おびただしい。 なにしろ こっち は 非武装の 

汽船 だから、 どうしょう もない。 

せんちょう 

「船長、 また 怪 飛行機です！」 

一 等 運転士 は 船橋へ かけあがる 〔# 「かけあがる」 は 

ママ〕 と、 大声で さけんだ。 

「え つ ！」 

と、 船橋に いあわせた 幹部 船員 は、 おどろいて、 一 

等 運転士の 方 を、 ふりむいた。 



のために 一 秒で も 早く 灯火管制 を やりとげる ために は 

こうす るの が いいと 思 つたので ある。 

命令 は、 ただちに、 発電 室に 伝えられた。 

「電灯 用 主幹、 全部 開放！」 

あっとい う 一瞬間に、 船 内の 電灯 は、 全部 消えて し 

まった。 どこも かしこ も、 たちまち、 まっくらやみ だ 

ただ 機関室な どの 大事な ところ は、 夜光塗料が、 か 

すかに 青白く 光って、 機械の 運転に、 やっと さしつ か 

えの ないように は、 なって いた。 

食事 半ばの、 三等 食堂な ど は、 文字 どおり、 暗黒の 

中に しずんで しま つ た. 



曾呂利 青年 は、 ふだんの 無口に もに ず、 しっかりし 

< ちょ ラ 

た 口調で いった。 

「まあ、 そんな ことが、 あつたか しら。 あたし、 気が 

つかなかった わ」 

と、 房 枝 は、 曾呂 利の 顔 を、 あらためて 見直しな が 

らいった。 

そのと きであった。 とつぜん、 甲板の 方で、 ど— ん 

という 大きな 音が して、 部屋の 壁が、 ぴりぴりと 震動 

した。 

いったい、 それ はなん の 音だった ろうか。 

ねらわれ ている この 汽船 雷洋 丸の 中に、 ついに 起つ 



ただこの 船の 上 を 飛んで、 われわれ をお どかして いつ 

V ぶこ ナ 、い， ) 」 

房 枝 も、 そのころ、 ようやく われに かえった の だつ 

た。 ふと 気がついて、 あたり を 見廻す と 例の 謎の 青年 

まま づ え 

曾 呂利本 馬が、 テ ー ブルに 頰杖 ついて、 こわい ような 

顔で、 なに か 考え こんでいる 様子であった。 

房 枝 は、 こえをかけた。 

「會呂 利さん。 なに を 考え こんでい るの」 

曾呂利 は、 はっとした ようすで、 顔 を あげた。 かれ 

の 目 は、 きらり とする どく 光って いた。 だが、 その 目 

が 房 枝の 目に ぶっかった とたんに、 ちょっと あわてる 



色が 見えた。 

(この 人、 ゆだんの ならない 人 だ わ) 

と、 房 枝 は、 曾呂利 青年に、 きついう たがい を かけ 

ない わけに はいかなかった。 

「ああ、 房 枝さん。 僕たち はとんで もない 怪事件の 中 

に、 まきこまれて しまい ましたよ」 

曾 呂利本 馬 は、 小声で、 ささやく ようにい つた。 

「とんでもない 怪事件で すって、 やっぱり、 トラ 十 は 

殺され、 美しい 花 籠 は 盗まれて しまったので すか。 あ 

の 人 は、 ふだんから、 にくまれて いるから、 あたり ま 

えよ」 



か。 まさか、 はは はは」 

房 枝 も、 さっきから、 この 話 を、 じっとき いていた 

が、 ここでお かしくな つて、 つりこまれ たように 笑つ 

た。 

そのと き、 気がつく と、 曾 呂利本 馬の 坐って いた 席 

が、 いつの 間に やら、 空に なって いた。 

じょ ラ 

二 ー ナ嬢 

この 雷洋 丸の 一等 船客に、 一き わ 目立って、 姿のう 

つくしい、 外国人の 令嬢が いた。 その 名 を 二— ナ-ル 



ィ といって、 国籍 は、 メキシコと 届けられ ていた。 

ひょう 

二— ナ嬢 は、 いつもす つきり した 軽い 服に、 豹の 皮 

の ガウン を 着て、 食堂へ 入って いったり、 また A デッ 

キの 籐椅子に もたれて、 しきりに 口 をう ごかして いる 

のが、 とくに 船客の 目 を ひいた。 

二— ナ嬢 は、 一人旅ではなかった。 伯父さん だとい 

う 師父 タ— ネフと、 二人 づれの 船旅であった。 

せんきょうし すそ 

師父 タ— ネフ は、 もちろん 宣教師で、 いつも 裾 を ひ 

きずる ような 長い 黒服 を 着、 首に まいた カラ— は、 普 

通の 人と は あべこべに、 うしろで 合わせて いた。 いか 

にも 行いす ました 宗教家ら しく、 ただ 血色の いい 丸 



「赤 石 君に きかないでも、 外の 人 だけで、 わからない 

のです かね、 私 も 聞いた が、 あれ だけ はっきりした 爆 

発音 だから、 それでも 分かり そうな もの だが」 

「いや、 ドクトル。 どうも、 それだけの ことじ やない 

らし いんで ね、 それで 困つ とる」 

と、 船長 は、 口 を 大きく むすんで、 

「第一、 空襲ら しいと いうのに、 本船の 者で、 誰も 飛 

行 機の 近づく 爆音 を 聞いた ものがない のが、 おかしい _ 

もちろん、 飛行機の 姿 も 見えなかった」 

「船長。 爆弾が ふって きたんだ から、 それでもう、 飛 

行 機の 襲来 だとい うこと は、 たしかではありません か」 



船長 は、 いよいよ 苦りき つて、 

「もっと、 困った ことがある。 今 しらべて みて わかつ 

たんだが、 あの 爆発 事件の 最中に、 この 船 内から、 二 

人の 船客が、 姿を消し たんだ。 二人とも ミ マツ 曲馬団 

の 人た ちで、 一人 は 団長の 松ケ 谷さん、 もう 一人 は、 

トラと よばれて いる 丁 野 十 助と いう 曲芸師 だ。 船 内 を 

大 捜査した が、 たしかに この 二人の 姿が 見あたらない。 

ちぞめ 

それから、 三等 食堂の 血 染のテ ー ブル. クロスの 事件 

ね」 

「ああ、 あの 血染 事件の 血液検査 を、 やる ことにな つ 

ている が、 こういう 次第で、 手が 一 ぱいです から、 あ 



曾呂利 は、 まるでな にか 怪物に つかれた 人の ように 

ぶつぶつと 口の 中で ひとりごと をい つた。 しかし 房 枝 

いちげんはんく 

は、 その 一言半句 も 聞きの がさなかった。 そして、 曾 

呂 利の 顔 を、 穴の あく ほど 見つめて いたが、 はっとし 

た 面 持で、 

(この 人 は、 どうしても、 帆村荘 六と いう 名探偵に ち 

がいない と 思 うんだ けれど。 なぜ、 曾 呂利本 馬な どと、 

名 を かえて いるので しょう) 

と、 ふしん 顔。 

そのと き、 電話の ベルが 鳴った。 看護婦が 出る と、 

船長に 急用 だとい う。 そこで 船長が、 かわって 電話機 



え。 場所 は、 第一 石炭 庫。 見つけだした 松ケ谷 団長 は、 

顔に ひどい 怪我 をして いる。 そして、 なんだか 〔# 「な 

ん だか」 は 底本で は 「なんだ が 匕、 様子が へんだ。 妙な こ 

と を 口走って いる。 うごかせそう もない から、 すぐに 

来て くれた まえ」 

と、 船長の こえ は、 うわずつ ていた。 

船医 は、 薬 や 注射器 を もってすぐ かけつけ ると 返事 

をした。 そして、 看護婦 をい そがせて、 自分 は 鞫をも 

せんじょうき 

ち、 看護婦に は、 洗滌 器な どの 道具 を もたせて、 あた 

ふたと、 医務室 を 出て いった。 

あとに は、 赤 石と 曾呂 利と 房 枝の 三人 きりとな つて 



いていた が、 やがて 顔 を あげる と、 

「おお、 これ はたし かに、 今大 問題に なって いる BB 

くちばし 

火薬 だ！ これ はたい へんだ ぞ」 と、 思わず、 口走つ 

た。 

いよいよ 怪しき 曾呂利 青年 だ。 

今や、 曾呂利 青年の 正体 は、 読者の 前に、 明らかに 

されなければ ならない。 曾 呂利本 馬と は、 真 赤ない つ 

ゎリ、 彼 こそ は、 理 学士の 肩書の ある 青年 探偵、 帆 村 

荘六 その 人だった ので ある。 

おお、 あの 有名な 名探偵、 帆村荘 六。 

彼 は なぜか 一芸 人と して、 この ミ マツ 曲馬団に 加 



わって いたが、 雷洋丸 上に しきりに 起る 怪事件に だ 

まって 見て いられず、 ひそかに 探偵の 歩 をす すめて い 

たのだった。 

そういう ことが 分かれば、 曾 呂利本 馬と して、 これ 

ふるま い 

までに たびたび おかしな 振舞が あつたが、 それ は 探偵 

のた めの 行動で あつたの だ。 

かやく 

B B 火薬 

曾 呂利本 馬 は、 もう 解消して、 名探偵 帆 村荘六 は、 

顕微鏡から はなれた。 



彼 は、 きりり とした 顔で、 またし ばらく、 あたりの 

様子 をう かがって いたが、 まだ 誰も、 この 医務室に 近 

づく 者がない こと をた しかめる と、 後へ ふりむいて、 

卓子のう えから、 一本の 試験管 をと つた。 

なに をす るので あろう か？ 

帆 村 探偵 は、 その ガラスで つくった 試験管の 中へ、 

BB 火薬ら しい もので 黒くな つた 花片 を、 しきりにむ 

しリ とって、 つめこんだ。 

それから、 薬品の ならんだ 棚から、 ある 薬品の 入つ 

びん せん 

た壜 をと ると、 栓を ぬいて、 無色の 液体 をす こしば か 

リ 試験管に つぎこんだ。 



(こうして おけば、 大丈夫、 保つ だろう —— ) 

彼 は、 試験管に コルクの 栓 をした。 それから、 器用 

ふうろう 

な 手つきで、 封蠟を 火のう えで 軟 かくする と、 コルク 

の栓 のうえ を 封 じた。 それで 作業 は 終った のであった。 

それが すむ と、 こんど は 肘 かけ 椅子のと ころへ もど 

り、 右足の 繃帯 を、 くるくる ととき はじめた。 

足 を はさんで いる 板 切が、 むきだしに あらわれた。 

(ここへ 入れて おけば、 安心 だ) 

彼 は、 試験管 を、 板 切の 間に さしこんだ。 それから 

ふたたび 繃帯 を、 元の ように、 ぐるぐ ると 巻きつけた 

のであった。 



「あの 様子で は、 もう 永久に、 物が 見えません わ、 か 

わい そうに …… 。 盲目に なって は、 猛獣 をつ かう こと 

がで きないでしょう。 お気の毒 だ わね。 ミ マツ 曲馬団 

は、 メキシコで 見物に いって、 とても 冒険が 多い ので、 

感心し ちゃった けれど、 団長さん が あれで は、 もうだ 

めだ わ」 と、 看護婦 はしき りに 残念が る。 

「団長 は、 一体、 石炭 庫の 中で なに をして いたのです 

か」 と、 帆 村 探偵 は、 こえをかけた。 

「それが、 たいへん なのよ。 石炭の 中に、 団長さん が 

うず か J 

埋まって いたのよ。 火夫が、 石炭 をと りに 来て、 石炭 

の 山に のぼると、 真暗な 奥から、 うめき ごえが きこえ 



「さあ、 あたし、 そんな こと は 知らない わ。 誰かに う 

らまれ たの じ やない かしら、 曲馬団の 団長なん て、 団 

員 を、 とても いじめる のでしょう。 ライオン や 虎 を 打 

むち 

つ 鞭で もつ て ぴゅうぴゅうと たたく のでしょう」 

「さあ、 どうです かな あ」 

帆 村 探偵 は、 松ケ谷 団長が、 見かけに よらない 人情 

にあつ い 人で ある こと を 知っていた。 だから、 団長 は 

団員から うらまれる ような こと は、 なか つたであろう 

と 思った。 問題 は、 BB 火薬に あるので はなかろう か。 

それから、 もう 一 つ、 彼の 心に 思い出され るの は、 美 

人 二— ナ 嬢の 怪 行動 だ。 二— ナ嬢 にぶつ かった の は、 



石炭 庫 へ 下る 途中の 通路で あ つ た。 

BB 火薬と 二— ナ 嬢！ 

BB 火薬と いう もの は、 昨年 始めて メキシコの ある 

化学 研究所で つくられた、 おそるべき 強力なる 爆薬で 

あった。 そのつ くリ方 はもち ろん、 こういう 火薬が あ 

ると いう ことまで 極秘に なって いた はずの ものだった。 

それが、 どうした わけ か、 ある 一部へ 秘密が 洩れ、 別 

なと ころで、 製造が 始められ たと、 帆 村 は 聞いて いた。 

その 問題の BB 火薬が、 雷洋 丸の 上で 発見され たので 

ある。 

帆 村の 眼底に は、 消せ ども 消せ ども、 なぜか BB 火 



薬と 並んで 二 ー ナ 嬢の 顔が 浮かび上が つてく るので 

あった。 

きょほ.. つ 

虚報 

「船長。 今 も 申しました とおり、 防空 無電 局で は、 あ 

の 時刻に、 そんな 怪 飛行機 追跡 中 だなん て 警報 を 出し 

たお ぼえ はない といって いるので す。 噓 ではな さそう 

です。 するとい よいよ これ は、 どうも、 ただごと では 

ありま せんよ」 

と、 一等 運転士が いった。 船長室で、 二人 は 向き あつ 



ら ベる 〔# 「先 しらべる」 は ママ〕 こと はさんせ いだ。 

さっそく、 ここへ 引っぱって 来た まえ」 

「は あ、 承知し ました」 

船長が 許可した もの だから、 ただちに 手配が なされ、 

曾 呂利本 馬、 実は 帆 村 探偵が、 船長室に 連れて こられ 

た。 

「おいおい、 そんなに 手 あらく して はいけ ない、 この 

方 はお 客 さまなん だから」 

船長 は、 水夫 をい ましめ た。 

「いや、 この 人 は、 どうしても 来ない といって 足の わ 

るいくせ に、 あばれる もんです から、 つい、 こうなる 



しょ-つ こ 

動かぬ 証拠 

「私が 誰で あろうと、 そんな こと は、 二の次の 問題で 

す」 

とその 見なれ ない 青年 紳士 は、 一等 運転士た ち を 制 

し、 

「それよりも、 ピストル をう つたの は、 この 娘さんで 

はない のです から、 そんなに 手 あらく しないで、 まず 

娘さんの からだ を、 自由にして あげてく ださい」 

と、 彼 は、 しっかりした こえで、 房 枝 を かばった。 

だが、 船員た ちに は、 なんの こと だか わけが わから 



ない。 房 枝 は、 たしかに 船長室の 窓の 外に 立って いた 

し、 しかも、 ピストル を 手に にぎって いたので ある。 

だから 房 枝が、 やった こと は 明らか だ。 それに も かか 

わ らず房 枝が やった ので はない という その 青年 紳士 ザ J 

そ、 気が どうかして いるので はない かと、 みな 彼 を あ 

やしんだ。 

「あなた は、 誰 だか 知りません が、 後へ 下って いてく 

ださい。 私たち はれつき とした 証拠が あるから、 この 

怪しからん 女 を、 とりお さえて いるの だ」 

一等 運転士 は、 ピストル でう たれた 肩 口 をお さえつ 

きじょうぶ 

つ、 気丈夫に も きっぱり 叫んだ。 



(やっぱり、 そうで あつたか。 名探偵 帆村荘 六に、 ど 

こか 似て いると 思ったら、 似て いる はず だ、 その 本人 

なんだ もの) 

房 枝 は、 思わず、 曾 呂利本 馬、 ではない 帆村荘 六の 

そばに かけよつ たが、 うれしい やら、 ちょっと きまり 

がわる いやら で、 

「帆 村さん。 どうもす みません。 あたし を、 救って く 

だすって」 

といった だけで、 あと は 口が きけ なかった。 

が、 とにかく、 よかった。 いつも 人に いじめられて 

ばかりいた 曾 呂利本 馬！ 病身ら しい 青白い 顔の 曾 



所 を もっている ことが 分かった。 東京に 不案内の 彼女 

であった から、 分からな いこと は、 これから 何でも か 

でも、 帆村荘 六に きくこと にしよう。 帆 村から、 す こ 

しぐ らい、 うるさがられても いいであろう。 名探偵 か 

は 知らないが、 今まで 半年 あまり も、 彼と は 同じ 団員 

かま めし 

として、 同じ 釜の 飯 をた ベて いると いう 形 だつ たんだ 

ゝ y o 

力/ ら 

(ああそう だ。 そのうち 折 をみ て、 帆 村さん に、 あた 

あんぴ 

しの 両親の 行方と その 安否 を しらべ て もらおう かしら。 

ああ、 それが いい。 あたし は、 いい 人と お 友 だち になつ 

たもの だ！) 



「さあ、 話 を 本筋に もどしましょう。 帆 村さん、 あな 

たが 身分 を かくして 本船に のりこまれ たの は、 どうい 

うわけ です か。 なにもかもい つていた だきましょう。 

われわれ も、 それにた いして 十分の 援助 をいた します」 

と、 船長 は、 切り出した。 

「ああ、 船長さん。 私の ことなん か、 二の次に してく 

ださい。 わたくし として は、 べつに、 あなたがたから 

すく い 

救 を もとめる つもりはありません」 

帆衬 ま、 きっぱり いつ..， こ。 

「でも、 あなた は ピストルで うたれ ようとした。 あな 

た を 狙って いる 者が、 船中に いるので はありません か。 



明され た 極秘の BB 火薬ら しいので す。 この 火薬の 秘 

密が、 何者かの 手に よって 外へ 洩れて 大 問題に なって 

いるので す」 

「ほう、 BB 火薬？ どうして それと 分かった のです 

か」 

「いや、 そういう こと を 調べる の は、 私の 仕事なん で 

すから ねえ」 と 帆 村 はいって、 

「ミ マツ 曲馬団の トラ 十の 行方が 知れる か、 それとも 

松ケ谷 団長が 正気に かえる かすれば、 かなり 事件の 内 

容は 明らかになり、 誰が、 そのお そるべき 怪物で ある 

か はっきりし ましょう。 また 船員 赤 石 も、 何 か 参考に 



沈没までに、 あと 二十 分と は、 もたない。 

房 枝 は、 どこに いる。 二— ナ嬢 は、 なに をして いる。 

帆 村 探偵 は、 どこへ いったので あるか？ 

けもの 

この さわぎの 中に、 くらがりの マストの うえで、 獣 

のように、 からからと 声 をた てて 笑いつ づける 者が 

あった。 誰も、 さわぎの 最中の ことと て、 この 怪人物 

に 気づく 者はなかった が、 この 人物 は、 意外 も 意外、 

それ は 死んだ とば かり 思って いた トラ 十であった では 

*k ヽ ゝ o 

る レカ 

ちん ぼ つせ ま 

沈め 又 迫る 



ので、 右舷の 救命 ボ— トは、 下へ おろせ なくなった。 

だから、 右舷のお 客 さまた ち は、 のる にも ボ— ト がな 

く、 しかたなしに 左舷の ボ— トの あると ころへ あつ 

まって きた。 そこで、 さわぎ は、 ますます 大きくな り 

船員が 声 をから してせ いり をす るが、 なかなか うまく 

ヽ ゝ ヽ o 

レ 力， ^ レ 

「まだ、 大丈夫で すから、 さわい じ やい けません。 老 

人と 子供と を 先に」 

「おい 君、 老人 をつ きのけ て、 ボ— トへ はいりこむな 

んて、 ずるい ぞ」 

「もしもし、 あなた は、 あとです。 若い 人 だから」 



い 際に も、 一 通り 話の すじみち をた てて タ— ネフの 横 

車 を おしもどした のであった。 

「日本の 船員、 礼儀 を 知りません。 あなたがた、 いま 

に、 思い知る こと、 ありましょう」 

と、 師父 タ ー ネフ は、 捨 台辞 をの こして、 うしろへ 

下った。 

「師父、 ボ— トは、 だめな の」 

「うん、 だめ だ。 われわれ は、 別の 道 を ひらく しかな 

い」 

「困った わね え。 とにかく、 このまま では、 汽船と と 

もに 沈んで しまう わよ。 なんとかして、 ^を はなれな 



海に のまれて しまう のさ。 信号 をした く はない のかね。 

『計画 ハ、 クイ チガ ッタ、 我等 ハコ コニ ァリ、 至急 スク 

ィ 出シ、 タノ ム』 と、 信号した く はない のかね。 ほら、 

下 を ごらん、 甲板 をもう 波が、 あんなに 白く、 洗って 

いるよ」 

トラ 十の、 毒々 しい ことばがきいた のか、 師父 は、 

くちょう- 

このと き、 急に すなおな 口調に なって、 

「しかたがない。 われわれの 命に かえられ ないから、 

青い 封筒 入の 重要 書類 を 君に 渡そう。 だから、 この 手 

を はなして くれ」 

「おっと、 おっと。 その 手に は 乗る もの か。 もう 一方 



い 会見の こと は、 二人 以外 だれも 知る 者がなかった。 

雷洋丸 は、 それから のち、 トラ 十の 予言した とおり 

第二の 爆発が おこり、 正しくい つて、 七 分の 後に、 暗 

い 海の 下にの まれて しまった。 

救難 信号 をう つたが、 あまりに も 早い 沈没の ため、 

あいにく どの 船 も、 間に あわなかった。 かくて、 船客 

や 船員の 約 半数 は、 海の 中に ほうりだされた。 

帆 村 探偵 はどうした であろう か。 房 枝 は どこに いる 

ゝ o 

力 

また、 師父 タ ー ネフ や 二 ー ナ嬢 は、 いったい どうし 

たであろう か。 



(これ は、 たいへん、 うっかり 眠ろう ものなら、 お 

陀仏 にな つ てし まう ぞ！) 

と 思った ので、 彼 は、 船に いると き、 とくべつに、 

服のう えから 腹に まきつけ てきた 帯 をと き、 命と すが 

る 板 切の われ 目に 帯 をと おして、 しっかりと 結び、 他 

の 端 を、 われと わが 左手 首にしば りつけ、 ざぶ りと 波 

に 洗われる ことがあっても、 からだと 板 切と は、 決し 

て 放れない ように、 用意 をした のであった。 

この 用意が あつたお かげで、 彼 は、 いくたび か、 眠 

りこけ て、 ざぶ りと 海中に、 からだ を しずませる こと 

はあった が、 そのたび に、 はッと 気がつき、 帯 をた よ 



は、 朝日の 位置から して、 方角が ちゃんと わかった。 

その トラ 十 は、 ときどき、 霧の 中 をと おして、 日の 

光 を 仰ぎつつ、 胃袋の あたり を、 ジ ャケッ のうえ から 

おさえる のであった。 なに か 彼 は 気にして いる ことが 

あるら しい。 

「おい、 曾呂 利よ」 

「へ— い」 

「へ ー い」 という へんじが、 トラ 十の 気に入った。 

と ±3 

「お前、 艫の 方 をむ いて 船が とおらない かみてい てく 

れ。 おれが、 よしと いうまで、 こっち を 向いち やなら 

ね えぞ。 いい か」 



直に 向いて いねえ か。 こっち を 向いたら 面 を 叩き わる 

ぞ」 

「へ —い」 

なに をい われても、 帆 村 は、 へ— いであった。 トラ 

十 は そこで やっと 安心の ていで、 片手 をつ かって 青い 

封筒 を やぶった。 中には、 数枚の 紙 切が はいって いた。 

トラ 十 は、 しきりに その 中 を のぞきこんで いたが、 

(おや ッ！) という 表情。 

取 出した 紙 切 を、 一枚 一枚 あらためて みたが、 それ 

は、 ことごとく 白紙であった。 なんにも 書いて なかつ 

た。 白紙の 重要 書類と いうの が あるであろう か。 



「ちえ、 うまう ま、 き やつの ため、 一 ぱいく わされた 

ゝ I 

力！」 

トラ 十 は、 くやしさの あまり、 つい、 ことばに 出し 

ていった。 

「どうしました、 船長さん」 

帆 村 は、 うしろ を ふりかえった。 

トラ 十 は、 封筒と 白紙と を 重ねて、 ベり ベり ッと 破つ 

た。 そして、 海中へ なげこもう としたが、 急に 気が か 

わって、 破った やつ を、 ふたたび ジャ ケッの 下にお し 

こんだ。 その トラ 十 は、 帆 村に、 なぜ こっち を 向いた 

のかと、 叱りつ け はしなかった。 



もって 来い」 

とつぜん、 トラ 十が、 帆 村の 大事に している 箱に 目 

をつ け、 つよい 語気で どなった。 ああ、 この 箱！ こ 

れを トラ 十に 渡して は 一 大事で ある。 帆 村 は、 俄かに、 

きゅうち 

一 大 窮地へ ほうりこまれた！ 

きちょう とりょう 

貴重な X 塗料 

このと き ほど、 困った こと はない、 と、 帆 村 探偵 は 

のちのちまで も、 その 当時の こと を 語りぐ さに してい 

る。 



トラ 十の 目 をつ けた 四角い 箱に は、 帆 村が、 はるば 

る 海外まで 使 をし、 ようやく 手に入れ てきた 貴重な 物 

品が 入って いた。 それ は 一たい 何であった ろうか。 

それ は、 外で もない。 X 塗料であった。 

メキシコで 発明され た 極秘の 新 火薬 B B 火薬の こと 

は 前にの ベた。 B B 火薬 はすこぶ る 爆破 力が 大きい 新 

火薬で、 しかも この 火薬 は、 ほんの 少量で、 ものすご 

いきき 目が ある。 かの 雷洋 丸が 爆沈した の も、 実 をい 

えば、 わずか 丸薬 ほどの 大きさの BB 火薬が、 第一 船 

艙の ある 貨物の 中に 仕 かけられ ていて、 それが 爆破し 

たためであった。 X 塗料と いうの は、 その 恐るべき B 



B 火薬の 爆破 力 を 食いと める 力の ある ふしぎな 新 材料 

であった。 

8 8火薬と><塗料！ 

これ はと もに、 メキシコ において 発明され たので あ 

る。 BB 火薬の 発明 後、 三年 かかって、 この 塗料が 発 

明され た。 

この X 塗料が 発表され たの は、 わりあい 最近の こと 

であるが、 メキシコ でも、 この X 塗料が 完成す るまで 

は、 BB 火薬の 多量 生産と、 その 使用と を 絶対に 禁じ 

ていた。 

それ は、 なぜかと いうのに、 ものすごい BB 火薬 だ 



けあって、 X 塗料がなければ、 あまりに 危険であって、 

国内で 取扱う ことができない からだった。 ことば を か 

えてい うと、 X 塗料の ような 安全な 材料で 包む のでな 

ければ、 BB 火薬の 製造 工場 や 貯蔵 場が 万一 爆破した 

だいさん じ 

ら、 いかなる 大 惨事が おこる か 考えた だけで も、 ぞっ 

とする。 それほど BB 火薬の 爆破 力 は、 はげしい ので 

あった。 

X 塗料 は、 政府の 命令に よって、 すぐさま 研究が 開 

始 された。 よりす ぐった 優秀な 化学者 二百 名が、 三年 

間 地下に ある 秘密の 研究所で 困難な 研究 をつ づけて、 

やっと 完成した ものである。 



X 塗料の 発明が 完成した とき、 メキシコの 主だった 

ためいき 

人々 は ほっと 安心の 溜 息をついた。 それ は BB 火薬が 

現れた 時よりも、 さらに 一 そう よろこばれた。 彼等 は 

自国で 発明され た BB 火薬の ため、 彼等 自身が 爆死す 

るの は、 たまらな いと 思った からだ。 

X 塗料の 発明され たこと は、 報告され たが、 その 塗 

料が どんな ものである かとい うこと について は、 火薬 

以上に その 秘密が 厳重に たも たれた。 

わが 名探偵 帆 村荘六 は、 この 極秘の 塗料 を はるばる 

メキシコまで 受取りに 行った ので ある。 

それ は メキシコ 政府の 好意に よって、 時局 がら 日本 



へ 譲っても いいと いう 申入れ があった ので、 政府で は 

大喜びで、 これ を 受ける ことにな つた。 しかし メキシ 

コ 政府と して は、 この X 塗料の こと は 秘密の 中の 秘密 

で、 この 前の BB 火薬の ように、 悪者の ために かぎつ 

けられて 盗まれて はたい へんで あるから、 こんどの X 

塗料の 見本の 受取り は、 非常に 注意 深く やっても らい 

たいと 要求した。 そこで 日本側で も 特に 気をつけて、 

けんさ つちよう ちょうかん 

この 件 を 検察庁 長官の 手に うつした。 そして 長官 は 

更に 注意 深く この こと を 取扱って、 一般に は 目立た な 

いように 私立探偵 帆 村荘六 をえ らんで、 これに 重大 使 

命 をせ おわせた のであった。 



帆 村 探偵 は、 この 重大 任務に 感激し、 命 を 的に、 苦 

労 を 重ねて、 ついに これ を 手に入れ、 ここまで 持って 

帰った ので ある。 彼 は、 その 塗料 をな がい 間、 自分の 

足に まきつけ その上 を 繃帯し、 あたかも、 足に 大 怪我 

をして いるよう に 見せかけて いたのであった。 いよい 

よ 横 浜 入港 も 近くな つたので、 彼 は、 繃帯 を 外し、 貴 

重なる X 塗料 を 箱の 中に 入れ かえた。 そして 雷洋 丸の 

爆沈 事件のと きも、 彼 は 命に かえて、 この 箱 を 

ごしょうだいじ 

後生大事に 守って、 ここまで 無事に 持って きたので あ 

る。 

このように 貴重な、 そして 極秘の X 塗料の 入った 箱 



を、 とうとう トラ 十が、 目 をつ けて しまったので ある。 

陸なら ば、 まだ 逃げる 余地が あろう。 また これが 雷 

洋 丸の 上で あれば、 なんとか 身 を かわす こと もで きょ 

うが、 ここ は、 ひろびろとした 洋上 をた だよう せまい 

和船の 中で ある。 助け を 〔# 「助け を」 は 底本で は 「助 

を 匕 呼ぼう にも、 附近に は 誰もい ない。 海へ とびこめ 

ば、 こんど こそ、 帆 村の 命 は、 まず 無い ものと 思わな 

ければ ならない。 

このまま では、 トラ 十 は、 箱 を ひったくって、 中 を 

あらためる であろう。 しかし トラ 十に は、 これが、 そ 

ん なに 貴重な ものと はわから ないから、 中身 を あらた 



める と、 なんだ、 こんなき たなら しい ものと、 海中へ 

捨てて しまう かもしれ ない。 そんな ことがあれ ばたい 

へんだ。 帆 村 探偵の これまでの 苦心 も 水の 泡 だ。 

ああ 帆 村 探偵 は、 いかにして、 この X 塗料 を 守る で 

あろう か。 

ようじょう しとう 

洋上 の 死闘 

「早く その 箱 を こっちへ 出せ。 なに を ぐずぐず しと 

る！」 

トラ 十 は、 こわい 顔 をして どなった。 



帆 村の 命 は、 乱暴者の トラ 十の 前に、 今や 風前の 

ともしび 

灯 同様で ある。 彼の 命と、 貴重な X 塗料と が 同時に 

失われそう になって きた。 

「兄い、 そんな こわい 顔 をし なくても いい じ やない か- 

おれ は、 この 箱 をお 前に 見せない とはいい はしない 

じ やない か。 ほら、 このまま 兄い に まかせる よ」 

がたん！ と、 音が して、 四角い 箱 は、 トラ 十の 前 

へ 投げ出された。 

帆 村 は 気が 変にな つたの か、 あんなに 大事に してい 

た 箱 を、 とうとう トラ 十に 渡して しまったの である。 

トラ 十の きげんが、 にわかに 直った。 



物と 見える。 そうとき まれば、 ぜひとも 中身 を 拝見せ 

ずに や いられない。 これ は、 福の 神が、 向こう からこ 

ろげ， j ん できた ぞ」 

トラ 十 は、 にわかに 上き げんにな つた。 そして 箱 を 

拳 でた たきこ わすと、 中から、 白い 布 をまい た 長い も 

の を 取り出した。 

「おれが、 あけて やろう」 

「これ、 お前 は 動くな。 動く と、 これが もの をい ぅぞ」 

トラ 十 は ゆだん をし ない。 彼 は 右手に ピストル を も 

つ つ みが み 

ち、 左手で、 その 布 を ほどいた。 中から は 包紙が 出て 

来た。 



「いやに、 ていねいに 巻いて あるな あ。 よほど 大事な 

ものと 見える が、 厄介 千万 じ やない か。 おや、 まだ、 

その 下に 別な 紙で 包んで ある。 これ はかな わんな あ」 

トラ 十 はだん だんじれ ながら、 何 重 もの 包 を、 つぎ 

つぎに ほごして い つ た。 そのうちに 最後の 油紙 包が と 

かれて、 中から チョコ レ ー ト 色の、 五十 センチば かり 

の 棒が でて 来た。 それ こそ、 X 塗料 を 固めた もので 

あった。 それ を、 ある 特殊な 油 を 使って 溶かす と、 X 

塗料と なる のだった。 

「おや、 へんな ものが 出て 来 やが つた」 

とつぜん、 帆 村 は 猛然と 飛び こんだ。 塗料の 棒に 見 



帆 村 は、 すぐさま 艫へ とんで いって、 舵 をと つた。 

そして 水面に 気 をく ばった。 

ところが、 ふしぎな ことに、 懐中に 落ちた トラ 十 は、 

いつまで たっても 浮いて こなかった。 二分た つても、 

三分た つても、 とうとう 十分 間ば かり、 水面 を 見て い 

たが、 ついに トラ 十 は 浮かんで こなかった。 

「はて、 落ちる とき、 どうかした のかな」 と、 帆 村 は、 

首 を ひね つ た。 

(が、 そんな こと はどうで もい い。 あのわず かな 隙 を 

狙って、 うまく トラ 十 をた たきの めしたの だ。 そして、 

自分の 命 を とりとめ、 それから、 貴重な X 塗料 を) 



帆 村 は そこで、 目 を 船 内に 転じて、 きょろきょろと 

あたり を 見 まわした。 

船 内に は、 X 塗料 を 巻いて あった 布 や 紙が、 ちらばつ 

ていた。 帆 村 は、 その 間 を 探し まわった。 

「おや、 どこへ いったろう。 X 塗料の 棒が 見あたらな 

ぃぞ」 

と 叫んだ が、 ふと 彼 は、 海中へ 視線 を 走らせる と、 

そ-つ はく 

は つ と 気が ついて、 一 瞬時に、 顔面が 蒼白と な つ た。 

「し、 しまった。 トラ 十め、 あれ を 手に もった まま、 

海中へ 落ちた！」 

さあ、 いよいよ 一 大事 だ！ 



重大な 報告 をす るた め、 黄 島 長官の もとに かけつけた 

のだった。 

おもて 

「まことに、 遺憾です。 私 は、 長官に、 面 を あわせる 

資格が ありません」 

まねお リ 

「うむ、 君の 骨折 は 感謝す るが、 せっかく、 手に入れ 

ながら、 失う と はのう」 

長官 は、 X 塗料の 棒の こと を 残念が つてい るの だつ 

た。 

「おい、 帆 村 君。 残って いるの は、 今 ここに ある これ 

だけ か」 

さんやく 

長官 は、 卓子のう えに 広げられた 散薬の 紙 包 ほどの 



もの を 指さす。 その 紙のう えに は、 なんだか くろずん 

だ 粉が、 ほんの 少量、 ほこりの ようにの つていた。 

「はい、 これ だけであります。 これ は、 塗料の 棒 を 包 

まね W うき 

ん であった 油紙 を、 よく 注意して、 羽根 箒で はき、 やつ 

とこれ だけの 粉 を 得た のです」 

「実に、 微量 だな あ。 これ じ や、 分析 もな にもで きま 

い」 

「は あ」 

帆 村 は、 唇 をかん で、 頭 を たれる より 外に、 こたえ 

るすべ を しらな か つ た。 

「しかし、 これで も 無い より はまし だ。 いたずらに、 



ず、 博士に 会った ことがある ような 気がした の は、 別 

の 原因が あつたの だ。 そのこと は、 だんだん わかって 

くる。 

長官 は、 両人 を、 たがいに 引き合わせ ると、 

「ところで、 彦田 博士。 例の X 塗料が 手に入つ たので 

す」 

「えつ、 X 塗料が、 ほんとうで すか。 いや、 失礼 を 申 

しました。 でも、 あまりに 意外な お 話 をう かがった も 

のです から、 あれが、 まさか 手に入る と は」 

「そこに 立って いる 帆 村 君が、 大 苦心 をして、 とって 

きて くれたの だが、 惜しい ところで、 大きい の を 紛失 



して、 残ったの は、 そこに ある 紙に のって いるわず か 

ばかり だけです わい」 

と、 長官 は、 卓子の 上 を 指した。 

「えつ、 この 紙です か。 どこに、 それが」 

めんくら 

博士が、 面 食う の もむ りではなかった。 帆 村 は、 ま 

た 冷汗 をな がした。 そして 博士に、 残る 微量の X 塗料 

のこと を 説明した のであった。 

「どうです か、 博士。 それだけの 資料に よって、 X 塗 

料の 正体 を、 うまく 分析が できる でしよう か」 

しんちょう 

博士 は、 非常に 慎重 な 手つきで、 X 塗料の 粉の 入つ 

た 紙 を 目の そばへ 近づけ、 しさいに 見て いたが、 やが 



るかぎ りの 手 はっくして みます」 

「そうして、 もらいましょう。 われわれの 一方的な 希 

望と して は、 この 資料に より、 一 日 も 早く 博士の 会社 

で、 X 塗料 を 多量に 生産しても らいたい のです。 この 

X 塗料 を 一日 も 早く 多量に 用意して おかないと、 われ 

われ は 心配で 夜の 目 もね むられ ません からね え」 

黄 島 長官 は、 立ち上って、 彦田 博士に 握手 を もとめ、 

そして、 つよく ふった。 

「それから、 帆 村 君 を、 われわれの 連絡 係と して、 と 

きおり あなたの 工場へ、 使しても らいます から、 よろ 

しく」 



長官 は、 ことば を 添えた。 

捨子 は 悲し 

話 はか わって、 その後の 房 枝 はどうな つたであろう 

ゝ o 

力 

あの おそろしい 雷洋 丸の 爆沈 事件に あい、 房 枝 は、 

死生の 間 を さすらつ たが、 彼女の のった ボ ー トが、 う 

まく 救助船に みつけられ、 無事に 助けられ たので あつ 

た。 

彼女た ち は、 その 明日の 夕刻、 横 浜に 上陸す る こと 



房 枝 は、 今日 ほど 自分が 捨子で ある こと を、 もの 悲 

しく 思った こと はない。 原籍が わからな いために、 こ 

んな 疑い をう ける ので ある。 

(ああ、 お 母 さま、 お 父 さま。 房 枝 は、 今、 こんなに 

悲しんで います。 ああ) 

彼女 は、 胸に 手 をお いて、 心の中で はげしく、 まだ 

見ぬ 父母に 訴えた。 

この 房 枝の かなしみ を、 いつの 日、 誰が 解いて くれ 

る こと やら。 

やっと 解放され た 房 枝た ちミ マツ 曲馬団 員 は、 一 ま 

ず 横 浜の きたない 旅館に 落ちついた。 これから、 一同 



の 身の ふり 方 を、 いかにつ ける のかの、 相談が 始まつ 

た。 けっきょく、 他に 食べる 目 当 もない 一 同だった か 

あきち 

ら、 人数 は 半分 以下に へった が、 ともかくも、 空地に 

むしろ を 吊って でも、 興行 をつ づける ことにき めた。 

にぎ 

そして その 第一 興行 地 を、 今生 産 事業で 賑わって いる 

じょうな，. P- 

東京の 城 南方 面に えらび、 どうなる かわからない が、 

出来るだけ のこと を や つ てみ ようと いう ことにな つ た 

城 南方 面 を 第一 興行 地に しょうじゃ ないかと いいだ 

したの は、 調馬師の 黒 川だった。 彼 は 松ケ谷 団長に か 

わって、 ミ マツ 曲馬団の 名 を つぐこと となった。 

「さあ、 それで は、 俺と、 もう 一人、 女が いいな あ、 



これから 先、 はたして 団員 二十 余 名が、 うまく 口す 

ぎが 出来て いくで あろうかと 思えば、 この 下検分の 使 

の 責任 は 重く、 目 の 前が 暗くなる 思 い がする ので あつ 

たが、 それでも 房 枝 は、 メキシコに いると きから、 い 

くた びと なく 夢に みていた なつかしい 東京の 土地 を 踏 

むの だと 思う と、 やっぱり うれし さ の 方が こみあげて 

来た。 

「あら、 もう、 ここ は 東京な のね」 

しょうせん でんしゃ 

省線 電車が、 川 崎 を 出て 長い 鉄橋 を 北へ 越える と、 

そこ はもう 東京に なって いた。 房 枝 は、 窓越しに、 ェ 

場ば かり 見える 町の 風景に、 なつかしい 瞳 を 走らせた _ 



新 団長の 黒 川 は、 ふ— んと、 生返事 をした ばかりで、 

電車の 中に ぶらさが つ ている ハイキングの 広告に、 注 

意 を うばわれ ていた。 

(このごろの お客さん は、 みんな ハイキング にいって 

しまって、 曲馬団 なんかに、 ふりむかない のじ やない 

かな あ。 そうな り や、 飯の 食い あげだ) 

と、 この 新 団長に は、 車内の 広告が、 はなはだ 心配 

のた ねとな つた。 

かまた 

電車が 蒲 田 駅に つくと、 二人 は、 あわてて 下りた。 

駅前に は バスが あるのに、 黒 川 は それに 乗ろうと せ 

ず、 てくてくと 歩き だした。 たとえ 一円で も、 これ か 



(こうした 棟割長屋の どこかに、 自分の 両親が 暮 して 

いるので はない か) 

そう 思えば、 房 枝に は、 一軒一軒の 家が、 ただな つ 

かしくて 仕方がな いの だ。 家々 に は、 大勢の 家族が に 

ぎ やかに 暮 している。 なにやら、 うまそう に 煮えて い 

る 匂 もす る。 赤ちゃんが 泣いて いる。 よぼよぼした 

お婆さんが、 杖 をつ きながら 露地の 奥から あらわれて、 

とおり あめや たいこ 

まぶし そうに、 通 を ながめる。 飴屋さん が、 太鼓 を 鳴 

らしながら 子供た ち をお 供に して 通る。 

どれ を 見ても、 一 つと して、 房 枝に はなつ かしくな 

いものはなかった。 房 枝 は、 いくたび か、 通りが かり 



の その 棟割長屋へ、 

(お 母 さま、 ただ今) 

と、 はいって いきた くな つて、 困った。 まだ 見ぬ 親 

をした う 房 枝の 心のう ち は、 ちょっと 文字に もの ぼせ 

られ ない ほど、 いじらしかった。 

「さあ、 地所 は、 あそこに 見える 空地なん だが」 

と、 黒 川が、 とつぜん 立ち どまって、 

「ところが、 あの 空地の 持主の ぎ 村と いう 人の 家 は、 

どこか、 この 近所に あった はず だが、 どこだった かな 

あ。 だいぶん 以前の ことで、 度忘れして しまった ぞ」 

ためいき 

と、 新 団長 は、 溜 息をついて、 あたり を 見 まわした _ 



車内に 一 人の 紳士が、 よほどい そがし いと 見えて、 新 

聞 を ひろげて 読んで いるの が 見えた。 

S. ささ さ 

房 枝 は、 にくら しげに、 その 自動車の 行方 を 見つめ 

ていた。 

「あら、 あの 自動車、 あの 工場へ 入って いった わ」 

房 枝 は、 一 大 発見で もした ように、 思わず 声 をた て 

た。 だが、 工場の 玄関の 前にと まった その 自動車の 中 

から、 新聞 をた たみながら 降り 立った 紳士が、 まさか 

房 枝の 会いた く 思って いる 青年 探偵 帆村荘 六で ある こ 

とに は、 気がつかなかった。 なぜと いって、 二人の 間 

に はかなり の 距離が あつたの である。 



もしも、 あのと き、 房 枝が 道の 方に 背 を 向けて いな 

かったら、 また、 帆村荘 六が、 車内で 新聞な ど を 読ん 

でい なかったら、 二人のう ちの どっち かが、 

(おお、 房 枝さん だ) 

(あら、 帆 村さん！) 

と、 こえをかけた であろう もの を、 運命の 神 は、 時 

に、 このように いじわるな ものである。 

黒 川 は、 どこまで いったの か、 なかなか 房 枝のと こ 

ろ へ は 帰つ てこな か つ た。 

「どうしたんで しょうね、 新 団長 は」 

房 枝が、 すこし 不安に な つ て、 あたり を、 きょろ きょ 



つんと 切れて しまい、 そして、 草履 は ぬげて、 はだし 

になって しまったの だ。 白 足袋 は、 泥水に そまって、 

もう ま つ 黒 だ。 

房 枝 は、 かけよる と、 今にもた おれそう な 婦人の か 

らだを 両手で ささえた。 

「奧 さま。 しっか リ なさい まし。 おけが はあり ませ 

ん？， - 

「まあ、 あたくし」 

と、 婦人 は、 おどろきの あま リ、 ことば も 出ない。 

「ずいぶん、 ひどい 運転手で ございま すわね え。 あら、 

あのひと、 あいさつ もしないで、 向こうに 逃げて しま 



いたじき 

房 枝 は、 うすい 板 敷の 舞台の 上で、 そっと 涙 をのん 

だ。 

(ポニ ー ほしい) 

と 思った が、 それ は、 どうに も、 急場の 間に あう は 

ずがなかった。 

「じゃあ 一 つ、 空中 サ— カス 道具 を 手に入れ、 ついで 

に、 天井の 高い 天幕 も、 借りち まう か、 これなら、 ご 

うせいな 番組と なって、 お 客 は、 また うんと ふえる に 

ち カレな レ」 

と、 楽屋の 草原の 上に、 あぐらをか いている 黒 川 新 

団長 は、 ものすごく 気前が よかった。 



に 思 つ ている ようす だ つ た。 

房 枝 は、 恐怖の 色 をう かべ、 

「いいえ、 あの 花 籠に は、 あたし 見 おぼえが あるの よ。 

あの 雷洋 丸事 件の、 そもそも はじまり は、 あの 花 籠 だ つ 

たのよ」 

「ええ、 なんだ つて」 

雷洋 丸事 件と きいて、 黒 川 新 団長 は 急に 顔色 を かえ 

た。 黒 川 は あのと き、 トラ 十の 横に 腰 を 下して いたの 

だった。 あのと き、 電灯が 一 度 消えて 〔# 「 一 度 消えて」 

は 底本で は 「二度 消えて 匕、 二度目に ついた ときには、 

せんけつ 

トラ 十の すがた はなく、 卓上 は 鮮血で そまって いた。 



パク ハツ サセ マス、 ヮタ クシ タチ ノブ カガ、 ィ ツモ 

チャン トミ ティ マス。 バ ラオ バラ コ」 

きょうはくじょう 

気味の わるい 脅迫状であった。 

雷洋 丸の こと を、 思い出して ください。 この 

サ ー カス (曲馬団の こと) は、 い つで も、 私の 手に よつ 

て 爆発し ます。 それが 困るなら、 今夜 十 一 時に、 黒 川 

団長と、 花形 房 枝と、 丸ノ 内、 ネオン • ビルの 前に 来 

なさい。 警察に つげたり、 この 花 籠 をう ごかす と、 す 

ぐ 爆発させます。 私たちの 部下が、 いつも ちゃんと 見 

ています。 バ ラオ バラ コ —— という 文面であった。 

「おお、 これ は、 たいへん だ。 あ ー あ、 せっかく、 こ 



「でも、 こんな わるい やつが、 いるの をし つていて、 

だまって いられません わ。 そうする ことが、 たくさん 

の 人の ためにな るんで す。 あたし、 あとで 一人に なつ 

たと き、 手紙 を 書きます わ」 

房 枝 は、 あくまで、 悪者に たちむかおう 〔# 「悪者に 

たちむかおう」 は 底本で は 「悪者た ちに むかおう 匕 という 

決心 をし めした。 そのと きであった。 幕の むこうから、 

へんに、 しわがれた こえで よびかけた 者が ある。 

「房 枝、 きいて いる ぞ。 この 小屋 を、 爆発 させて いい 

の だな」 

「え つ ！」 



きょう 午後 十 時に、 興行 をし まったら、 黒 川と 房 枝 

は、 しめしあわせて、 東京 丸ノ 内の ネオン • ビルの 前 

へ 急行す る ことに、 二人の 打合せが できた。 

(むこうに 待って いるの は、 何者か はしらな いが、 あつ 

たうえで、 よく 話 をして、 ミ マツ 曲馬団の 上に、 この 

上 ひど い 危難 を かけない ようにして もらおう) 

と、 これ は 新 黒 川 団長の 決心だった。 

「おい 房 枝、 あんまり しおれて いると、 他の 団員に あ 

やしまれ て、 あの ことが 外へ 知れて しまう ぞ。 すると 

とたんに、 どか ー ん だから、 わし はい や だよ。 ここ は 



なんだか 気がすす まなか つ た。 

(自分 は、 暗い 運命の 女 だ。 今 もこう して、 バラ ォバ 

きょうはく 

ラコ という 怪人物から、 脅迫 を うけてい る 身 だ。 今 

夜から、 自分 は、 また どんな 暗い 道 をた どらなければ 

ならない か 知れない の だ。 そういう 呪われた 身の上の 

女が、 あのような 上品な 奥様に おつき あいする こと は、 

奥様 をけ がし、 そして 奥様に、 まんいち 危難 を かける 

ような ことがあって はたい へんで ある。 これ は、 おこ 

とわり する のがい いので はない か。 すくなくとも、 今 

夜 呼び出しの 事件が、 すっかり 片づ いて しまうま では) 

房 枝 は、 そんな 風に 思って、 スミ 枝、 団長 黒 川が 早 



(そうか、 そうか。 あの 一件の こと を 苦に やんで いる 

のか。 むり もない) 

団長 は、 房 枝が、 今夜の 呼び出し 事件の ことで おび 

えてお り、 だれに も あいたくな いんだろうと 察した。 

「おい スミ 枝、 房 枝の いうと ぉリ にしなさい」 

「え、 ことわって しま うんです か。 あら、 おかしい わ 

ごしゅうぎ 

ね。 御 祝儀が いただけ るのに、 房 枝さん は 慾がない わ 

ねえ」 

「こら、 なに をい う。 スミ 枝、 早くそう いってく るん 

だ」 

と、 団長が 叱りつ けたので、 スミ枝 は あわてて、 そ 



にと、 夫人 は 風呂敷の なかから、 寄せ ぎれ 細工の 手箱 

を とりだし、 

(これ は 手製です が、 房 枝さん の 身の まわりの もので 

も いれて ください) 

という 意味の こと をい つた。 房 枝 は、 よろこんで そ 

れを もら つ た。 

「房 枝さん、 じつは、 まだ、 いろいろお 話 をいた した 

いこと も ございます けれど、 御 病気に さわる といけ ま 

せんから、 今日は これでし つれい させて いただきます 

う 力が 

わ。 そのかわり、 また 伺っても ようご ざいます わね」 

と、 道 子 夫人 は、 房 枝に 約束 を もとめる ようにい つ 



よく わからなかった が。 しかし、 もう そんなね がい は 

夢と なった。 あくまで 冷酷に せまって くる 現実と たた 

かわねば ならない の だ。 夫人 を 慕えば こそ、 今 は 夫人 

に ふたたびい らっしゃらない ようにと、 いわなければ 

ならなかった。 そう 強く いって、 房 枝 はかろう じて、 

わつ と 泣きたい の を こらえて いた。 

「まあ、 それ は、 なぜで) J ざいましょう。 こうして 伺つ 

ています と、 なに か 房 枝さん の 身の上に」 

「いえ、 奥様」 と、 房 枝 は、 おしかぶ せる ようにい つ 

て、 

「なんでもな いので ございます。 ただ、 どこでも、 こ 



道 子 夫人 は、 房 枝の 情の こもった 草履の 片っ方 を 抱 

いて、 家路に ついた が、 家に もどる と、 そのまま 電話 

のと ころへ いって、 廻転 盤 を まわした。 

「ああ、 帆 村 先生の 事務所で いらっしゃいます か。 こ 

ちら は、 彦 田の 家内で ございま すが」 

夫人 はどうし たわけ か、 いそいで 帆 村 探偵 を 呼出し 

た。 

「ああ、 帆 村 先生で いらっしゃいます か. あのう、 じ 

つ は 折 入って 至急お ねがいい たしたい ことが ございま 

すの。 は あ、 大 至急で ございます。 いえ、 会社の こと 

ではなく、 わたくしごとで ございま すが、 いつやら、 



その 話で わかる ように、 男 は、 新興 ミ マツ 曲馬団の 

新 団長 黒 川で あり、 また 女 は、 花形の 房 枝であった。 

この 二人 は、 例の 脅迫状の 差出人た る 謎の 人物 バラ 

ォ バラ コ によび 出されて、 やって きたので あるが、 一、 

二分 はおくれ たが、 ともかくも、 今 東京 駅に ついた の 

であった。 

二人 は、 口の 中で、 ネオン • ビルと、 しきりに くり 

かえして いた。 ネオン. ビル は、 バ ラオ バラ コ からい つ 

て 来た 会見の 場所であった。 もし そこへ 来なかったら、 

せ つ かく 大人気 をと つ ている 新興 ミ マツ 曲馬団の 小屋 

を 爆破 するとい うのだった。 そんな ことがあれば、 小 



い、 よい 場所 をえ らんだの であった。 

「おお、 ここが ネオン. ビル だが」 

黒 川 は、 立ち どまった。 

「ああ ここが ネオン . ビル？」 

房 枝 は、 ネオン. ビルと きくと、 急にから だが ひき 

しまった。 そして、 バ ラオ バラ コ がなん だと 思った。 

そのために、 さびし さ、 おそろし さが、 いくぶん 消え 

ていった ようで ある。 ちょうど そこ は、 大きな 寺院の 

入口み たいな 荘重な 大 玄関であった。 左右に 何 本 か 

いしばしら 

の 石柱が 並び、 石段が その 間 をぬ つて 上への ぼって 

いる。 奥 はくらくて わからな いが、 重い 扉が しまって 



「あつ！」 

黒 川 は、 それ をき くと、 石段から はねあがった。 

おそ もの お もの 

襲う 者、 追う 者 

房 枝 も、 ひじょうにお どろいた。 

だれも いないと 思った 石段の 上から、 とつぜん 一人 

の 男が、 とびだして きたの だから。 

(何者だろう かしら) 

房 枝 は、 うしろに 身 を ひいて、 ビルの 壁に ぴたりと 

よりそって、 とつぜん、 とびだした 怪漢の 顔 を 見定め 



いちが いが あ つ たようで ある。 

「ふん、 やさしく いえば、 二人とも つけあがって、 お 

あら：：' ようじ 

れを ばかにする。 よし、 こう なれば、 荒療治 だ」 

そういうと、 トラ 十の 手に、 きらり となに か 光った 

トラ 十が ポケットから、 ピストル を 出した ので ある。 

「うごけば、 これ だ。 おとなし くしろ」 

トラ 十 は、 くらやみの 中で、 きみの 悪い 笑 を 顔に う 

かべて いった。 

「うしろ を 向いても らおう かい。 おれ は、 やる だけの 

こと はやるんだ」 

トラ 十の 命令で、 やむなく 黒 川と 房 枝と は、 うしろ 



れ ると、 次 は 房 枝の 番 になる。 裸に される なんて、 い 

やなこと である。 

「房 枝、 うごく と 承知 せんぞ。 お前に はこれ が 見えな 

いの か」 

房 枝が、 そっと 石段 を 一 段 だけ 下りよう としたと き、 

トラ 十 は、 すばやく それ を 見て とって、 ピストルの 銃 

口で、 房 枝の 背中 をつ いた。 

(だめ だ、 もうの がれる すべ はない) 

房 枝 は、 かなしく なった。 いよいよと なったら、 す 

きを 見て、 トラ 十 を 蹴って やろうと、 最後の 腹 を かた 

めた。 



しっていた 房 枝 も、 まさか こんなと ころで 二人に めぐ 

リ あおうと は 思って いなかつ たので、 ただもう 黒川団 

長の 容態ば かり を 気にして いて、 一 一人が だれで あるか、 

気がつかなかった。 

師父 タ— ネフの 運転す る 自動車 は、 ビル 街へ、 さつ 

と 明るい へ ッド • ライト を なげながら 走り だした。 

車が 走り だすと、 とたんに 房 枝 は、 帆 村 探偵と トラ 

十の こと を 思いだ した。 

あの 二人 は、 どうしたろう。 まだ、 その へんで、 組 

んず ほぐれ つ の大 格闘 をして いるので はなかろう か。 

房 枝 は、 座席から 腰 をう かせて、 走り 行く ヘッド- 



でしん ぱいして いるので すから ね。 えつ、 それ はそう 

よ。 ふ ふ ふ ふ。 とにかく、 おいで をお 待ちして います 

わ」 

房 枝 は、 巡業 先が メキシコであった ので、 英語 は少 

しわ かっていた。 だから、 二 ー ナの 電話 も、 だいたい 

了解した。 ドクトル • ワイコフ がすぐ 診察に きて くれ 

る ことが わかった。 だが (ええ、 それ はそう よ、 ふ ふ 

ふ ふ) と は 何の ことであろう か。 ちょっと 気になる 語 

であった。 

(ゆだん はならない！) 

房 枝 はそう 思 つ た。 



ドクトル. ワイコフが 現れた の は、 それから ものの 

十分と たたない 後の ことだった。 長身の ひじょうに 貴 

族 的な 顔 を も つ た 医師 だ つ た。 

彼 は、 長椅子の 上に 寝て いる 黒 川の そばに、 自分の 

もってき た カバン を 開き、 診察に とりかかった。 

「うん、 ちょっと 重傷 だが、 今 手当 をして、 しばらく 

安静に させと けばい いでしょう。 お湯が わいて いるで 

しょうね。 早く もってき てくだ さい。 ちょっと 手当 を 

してお きます から」 

房 枝 は、 黒 川の 後頭部の 傷 を 見て いると、 なんだか 

気が 遠くな りかけ た。 こんな ことで はい けな いと 思い、 



いいつ づけだった。 だから 房 枝 は、 二— ナゃ ドク ト 

ル • ワイコフの 意見に したがって、 黒 川 を そのまま そ 

こに 寝かせて おく ほかない と 思った。 

二 ー ナと ワイコフ 医師と は、 いくたび か、 その 広間 

へ 下りて きて、 親切に も、 黒 川 を 見守り、 そして また 

房 枝 を なぐさめた。 師父 タ— ネフ だけ は、 寝室へ は 

いったら しく、 はじめに ちょっと 顔 を 出した だけで、 

あと は 現れなかった。 

(ず い ぶ ん 親切な 人 たちだ わ ) 

と、 房 枝 は、 心の中で、 あつい 感謝 を ささげた。 

房 枝 は、 なにも しらない 純情な 少女だった ので ある _ 



ありません」 

と、 わけの わからな いこと をい つた。 

そのと き、 房 枝の あたまに、 ふと 浮かんだ ことがあつ 

た。 それ は 何であった ろうか。 

外で もな い 。 バ ラオ バ ラコ とい う 怪し い 名前 のこと 

だ、 あの 脅迫状に 託して あった。 

朝刊に おどろく 

バ ラオ バラ コ ヮ- 

これ を、 房 枝 は、 こじつけ かもしれ ない が、 次の よ 



うに、 あたまの 中で 書きな おしてみ た。 

バラ 雄 バラ 子！ 

そして この 二 ー ナの 邸に は、 すばらしい バラの 花園 

が あるの だった。 しかも 二 ー ナは、 そこ を 通る とき、 

いやな 顔 をした。 すると 何だか、 バラ 雄 バラ 子と いう 

のが、 わけが ありそう にも おもわれな いこと もない。 

(でも、 まさか、 あたした ち は、 あの 脅迫状 を 書いた 

人のと こへ 来て いるので はないで しょうに。 あのと き 

ネオン. ビルで、 あたした ち を 待ち かまえて いたの は 

トラ 十 だつ たんです もの。 だとす ると、 バ ラオ バラ コ 

というの は、 トラ 十の 変名 だとい うこと になる けれど 



も …… ；- 

妙な ことから、 房 枝 はきゅうに 里 ごころ が ついた。 

「あのう、 二 ー ナ さん。 しばらく 黒 川さん のこと を、 

おねがいします わ」 

「ええ、 いいです。 しかし、 どうかし ました か」 

「いいえ、 べつに どうもし ません けれど、 あたし、 

ちょっと 曲馬団へ かえって きます わ。 ゆうべから、 団 

長と あたしが 団の 方へ かえって こない ので、 皆が 心配 

して いるでしょう から」 

「ああ、 そうです か。 あのう、 それ、 もっと あとに な 

さい ませ。 食事の 用意で きた ころです。 一 しょに 食事 



して、 それから になさい」 

「でも、 皆が 心配して いると いけませんから」 

「まあ、 待って ください。 とにかく、 食堂へ いってみ 

ましょう。 あたくし、 十分 ごちそう、 用意 させました- 

メキシコから 来たよ い バタあります。 チ— ズ、 おいし 

いです」 

二— ナは、 しきりに 房 枝 をと める のだった。 

房 枝 は、 それまで 黒 川の 重傷 を 心配す る あま リ、 曲 

馬団の 仲間の こと を、 すっかり 忘れて いたが、 さぞ 今 

ごろ は、 彼ら はさ わぎ だして、 警察へ いつたり してい 

る ことだろう。 警察へ いっても、 房 枝 たちのい どころ 



がわ かる わけがない。 房 枝 は、 すぐに かえる 決心 をし 

た。 

おくな い 

二 ー ナは、 屋内へ いそぐ 房 枝の 腕 を かかえて、 しき 

りに 朝食 をと つ て いけと すすめる。 

広間へ 房 枝が 上った とき、 彼女 は、 

「あら つ 」 

といった。 それ は 〔# 「それ は」 は 底本で は 「それに 匕 

師父 タ ー ネフが、 彼女 を 見る と、 あわてて 奥へ 姿を消 

したから であった。 そのと きの タ— ネフ は、 一向 牧師 

らしから ぬ 服装 をして いたから であるか もしれ ない。 

ニツカ ー を はいていて、 まるで ゴルフに でもい くよう 



な 姿だった。 靴 は、 泥に まみれて いたよう にも 思われ 

る。 それにしても、 まさか あわてて 奥へ 逃げ こむ こと 

もなかろう もの を。 

二 ー ナは、 房 枝 を むりやりに 食堂へ ひっぱつ ていつ 

た。 その 食堂に は 〔# 「その 食堂に は」 は ママ r 映画で 

よく 見る のと 同じく、 華麗です がすが しい 広間で、 芝 

居の 舞台に 使うよう な 椅子 や 卓子が ならんで いた。 

房 枝 は、 むりやりに、 一 つの 椅子に 腰 を かけさせら 

れて しまった。 

二— ナは、 ちょっと といって、 いったん かけた 席 を 

立って 奥へ ひつ こんだ が、 間もなく 急ぎ足で 現れた。 



う 不運な ミ マツ 曲馬団であろう か。 一体、 この 火事の 

原因 は 何であろう か。 

新聞記事に は 〃原因 は 目下 取調 中で あるが、 ガソリ 

たる 

ン 樽が 引火 爆発した ので はない かとの 説 も ある， 〔# 

「説 も ある"」 は 底本で は 「説 も ある。 匕 

(ガソリンの 樽 —— そんな もの はない。 ガソリン 樽の 

引火なん て、 そんな こと はう そだ！) 

と、 房 枝 は、 はやく も、 記事の あてに ならない こと 

を 見やぶ つ た。 

では、 一 体 どうしたの であろう か。 

爆発す る ものなん か、 おいてなかった はずで ある。 



しかも 団員が、 それが ために 二十 数名 も 死んで しまう 

なんて、 そんな ひどい 爆発力 を もった もの はない はず。 

(だが、 ひょっとしたら、 あれで はない かしら) 

房 枝の 胸 は、 それ を 考えついた とき、 まるで Sf 鐘の 

ように 鳴り だした。 

ああ、 あの 花 籠 だ！ あれ こそ 爆薬 入りの 花 籠で は 

なかった か？ おそろしかった 雷洋 丸事 件の 当時の こ 

とが、 今更に ありあり と 思いだ された。 房 枝 は、 そば 

に 二— ナ 嬢が 立って いる こと も 忘れて、 

「ああ、 きっと あれ だ！」 と、 こぶし を 握って 叫んだ。 



抱し ました。 黒 川さん、 だいぶん 元気 づき ましたが、 

まだう ごかす ことなりません」 

「ほう、 すると、 二 ー ナ さん は、 ゆうべ 黒 川 氏 を 助け 

てからの ち は、 一歩 も 外に 出なかった のです か」 

「そのと おりです。 なぜ、 そんな こと を、 たずねます 

ゝ I 

力」 

「いや、 ちょっとう かがって みたので す。 では、 師父 

のタ— ネフさん は、 やはり 邸に ずっと いられました か- 

もちろん、 ゆうべ、 あなたがたが、 房 枝さん たち を 助 

けて、 邸に 戻られて からのち のこと をい つてい るので 

す 力」 



あなた を 保護し ます。 あたくし の 邸へ おいでなさい。 

そのうち お迎えに きます」 といった。 

「は あ、 ありがとう ございます」 

房 枝 は、 ほんとうに、 感謝して いるら しい。 ゆうべ 

からの 二— ナの 親切が 身にしみて いるから そうい つた 

のだろう が、 それでい いの か。 

そばで、 帆 村 は、 唇 を かみながら、 もくもく として、 

ふかい 考えに おちて いる。 

かめん 

K 面 を 取れば 



彼ら は、 いったい 何 を ねらって いるので あろう か。 ど 

んな 陰謀 を 考えて いるので あろう か。 しかも その 日 は 

遠くない よう だ。 気に かかる！ 

うたが 

レ， Ha ォ I- レ レ 

二— ナは 現場から 大手 を ふって、 かえって いったが、 

房 枝の 方 は、 そこにと めて おかれて、 捜査本部の 取り 

しらべ をう けた。 

帆 村 探偵 も、 そばに いて、 房 枝の 答える こと を じつ 

ときいて いる。 



枝さん の 形見 を もらう つもりで、 持って きたんだ わ。 

ごめんなさいね」 

「形見 だって、 ほほ ほほ。 本当に、 もうす こしで、 形 

見になる ところだった わね え」 

「ごめんなさい。 あとで 見せる わね。 あの、 いっかの 

奥様み たいな 方が 持って きた 手箱 も あるの よ」 

「あら、 そう、 あのよせ ぎれ 細工の 手箱が」 

房 枝 は、 道 子 夫人から いただいた 手箱が 焼け残って 

いたと 聞いて、 とたんに、 なつかしく、 夫人の ことが 

思い出された。 

(ああ、 あの 奥様 は あたしが 死んで しまったと 思って 



いられる かもしれ ない、 安心 をお させ 申す ために、 お 

たずねし なければ ならない けれど、 つい、 お 所 をう か 

がって おかなかった ので、 こういう ときに 困って しま 

うわ) 

と、 ざんねんに 思った。 

それから、 房 枝 は、 忘れて いた 道 子 夫人の こと を考 

えつ づけ はじめた が、 とたんに、 じゃまが はいった。 

「おお、 房 枝さん」 

いきなり、 横町から とびだし てきた 者が あった。 

「あら」 

房 枝 は、 おどろきの 声 を 発した が、 そのまま スミ枝 



花の i 問隊 

それから 一週間 ほどしての ことだった が、 都下の 新 

聞 や ラジオの 二 ュ ー ス によ つ て、 

ぞうさん うんどう 

「増産 運動 • 花の 慰問 隊」 

という 風が わりな 慰問 隊が 結成せられ たこと が 伝え 

られ、 国民 をたい へんに 感激 させた。 

その 「花の 慰問 隊」 というの は、 うつくしい 少女た 

ちの 集りで、 そのうつ くしい 少女が、 これ はまた 更に 

うつくしい 花束 を もって、 東京に ある たくさんの 生産 

工場 その他 を 訪問し、 朝から 晚 まで、 機械と 共働き を 



が 「もはや 荒療治の ほかな し」 と 放言した が、 その 荒 

療治の 日 は、 いよいよ 近くに 迫った のであった。 房 枝 

は、 そんな ことと は、 夢にも 思って いない。 二 ー ナた 

びきょ 

ち をうた がう どころではない、 二 ー ナの かくれた 美挙 

にす つかり 感激し、 二 ー ナを すっかり 信じ かつう や 

ま つ ている ので あるから まことに 困った もので あ つ た _ 

帆 村 探偵 は、 今な に をして いるので あろう か。 

そしてつ いに、 その 日が 来た。 花の 慰問 隊の大 行 

進！ 東京の 工場と いう 工場が、 うつくしい 花束 や、 

おそろしい 爆薬 を 秘めた 花 籠で 飾られる 日が 来たので 

あった。 



そがれる 方が ひんぱんであった。 どうしても 張 番をし 

ている としか 見えない。 

何者であろう か、 こうして、 警察署に 気 をく ばって 

いる 曲者た ち は？ 

そのと き署 内で は、 大急ぎで 龃 けつけ た 田 所 検事 を 

中央に かこんで、 署長 や 司法 主任 や 係官の 刑事 や 巡査 

が、 額-を あつめて、 会議の 最中であった。 

「そうか、 昨日の 午後 四時 か」 

と、 田 所 検事 は、 近眼鏡に ちょっと 手 を かけて、 目 

を しばたた く。 

「ええ、 午後 四時で したな。 トラ 十へ、 これ を さしい 



れ たいから 頼みます と、 にぎりずしが 一 折と、 鼻紙 一 

帖とを もってき たのです。 そこへ 出た のが、 この間、 

拝 Ai したば かりの 若い 巡査だった が、 『トラ 十へ』 とい 

う 声に 気がついて、 その 巡査 を 押しの けて 前へ 出て 応 

接した のが、 ここにい る 甲 野 巡査です。 甲 野 巡査の 第 

六感の 手柄です よ。 はは は」 

「署長さん、 第六感 なんて、 そんな もの じ やない ので 

す。 そう もちあげないで 下さい」 

甲 野 巡査が、 頭 を かく。 

「じゃあ、 これから 後の こと を、 甲 野 巡査から 聞こう _ 

話した まえ」 



うな ことが、 はや 気が かりにな つた。 二— ナは、 いつ 

まで も、 房 枝の 生活の 面倒 を 見て くれる つもり かもし 

れ ない けれど、 そう いつまでも 厄介になる わけに はい 

ゝ *k 、 o 

力る レ 

房 枝 は、 また ベッドの ところへ 戻って きて、 そのう 

えに 腰をおろした。 スミ枝 は、 まだね むって いる、 す 

うすう と 気 もちよ さそうな いびきまで かい て。 

まくらもと 

房 枝 は、 手 をのば して、 枕許に おいてあった 手箱 を 

手に とった。 

よせぎれ 細工の 手箱であった。 これ は、 房 枝の 大好 

きな 彦田 博士の 夫人 道 子から 贈られた もので あつ た。 



よ」 

「あんな こと を いっている わ。 ああ、 よくね ちゃった- 

ここ は 天国み たいね」 

スミ枝 は、 ベッドから 飛び下りた。 そして 部屋の 隅 

の 洗面器の 前に 立って、 鏡に 顔 をう つして、 あかんべ 

え を やった。 

「そうそう、 房 枝さん。 その 手箱ね。 一 個所 だけ、 よ 

せ ぎれ の 色が かわって いるんだ けど、 あの 爆発で、 色 

がか わって しまったの かしら」 

ふしぎな こと を、 スミ 枝が いい 出した。 

「あら、 そんな ことがある かしら。 スミ 枝さん、 それ 



の は、 タ— ネフ 大佐 〔# 「タ ー ネフ 大佐」 は ママ〕 と 二 — 

ナ嬢、 それに ワイコフ 医師の 三人 づれ だった。 電信 員 

は、 はっと 敬礼 をす ると、 また 元の ように 機械の 方 を 

向いて、 電鍵を 叩き だした。 

「ここなら、 大丈夫 だ、 まあ、 そこへ 掛けろ」 

タ— ネフ は、 二人に いって、 自分で、 室の まんなか 

にある 卓子の 方へ 椅子 を もって いった。 

二— ナも ワイコフ も、 てんでに 椅子 を はこんで 腰 を 

かけた。 

「あの 日本人の 娘 ども は、 もっとお となし くさせる わ 

けにい かないの かい。 どこの 部屋で も、 えんりょ なし 



して ございま すから」 

道 子 夫人 は、 そういって、 房 枝た ち を 工場の 応接室 

へ 案内した。 そこに は、 心づ くしのお 菓子と 茶が 並べ 

られ てあつた。 

房 枝 は、 その 厚意に 感激しながら、 夫人の そばで 茶 

を 御馳走に なった。 

「房 枝さん。 いつも 私が、 お話した いと 思います が 〔# 

「いつも 私が、 お話した いと 思います が」 は ママ r むかし 

主人との 間に は、 一人の かわいい 女の子が いました の 

よ」 

「そのよう なお 話 を 伺いました。 で、 そのお 嬢 さま は 



なんとお つ しゃ いますの」 

ついに 房 枝 は、 思わずそう たずねて しまった。 

こうみょう 

光明 

(ぉ棄 てに なった お 嬢 さまの 名 は、 なんと おっしゃい 

ますの？) 

夫人が、 なんと 答える であろう か。 もしも (その 名 

は、 房 枝と いいます のよ) といわれたら、 房 枝 はどう 

しょうかと、 胸が わくわくした。 多分 彼女 は、 喜びに 

たえ きれなくて、 その 場に 卒倒す るか もしれ ない と 



ちに はかまわず、 一散に 外へ 走り だした のであった。 

何も しらない トラックの 運転手 は、 いよいよ 帰る の 

だと 思って、 運転台へ とびのった。 そのうちに 慰問 隊 

の 少女た ち は、 ぞろぞろと 工場の 中から 出て きた。 た 

だ 一人 スミ枝 だけが、 なかなか 出て こなかった が、 し 

ばらく して、 ようよう 道 子 夫人と 一 緒に 出て 来た。 ス 

ミ 枝が 最後に 車上の 人になる と、 トラック はう ごきだ 

した。 房 枝 は、 うずくまって、 手で 顔 をお おった まま 

ついに 頭 を あげなかった。 

にぎ 

賑やかな 拍手 を もって 花の 慰問 隊を 送る 工場の 人々 

に 交って、 道 子 夫人の 顔 だけが、 ひとり 憂，" にと ざされ 



「ねえ、 房 枝さん。 あんた、 いじわるね。 あたしに あ 

いたいと か、 かゆい とかぐ らい へんじ をしても、 ばち 

が あたりや しないでしょう」 

スミ枝 は、 とうとう 怒り 出した。 それでも 房 枝 は、 

頑として へんじ をし なかった。 これに は スミ枝 も、 全 

く 手 を やいて しまったが、 ふと 思い出して、 

「そうそう、 房 枝さん。 あのい い 奥様が、 あたし かえ 

ろう 〔# 「あたし かえろう」 は ママ U とすると、 それ を 引 

止めて、 こんな こと をい つたわよ。 あの、 いつ だか、 

あの 奥様が あんた にくれ た あの 手箱ね、 あの 手箱に 

張って ある メリンスの きれが あるでしょう。 あの メリ 



ンス のきれ に、 あんた が おぼえが ないか、 きいて ほし 

いといつ てた わよ。 あの きれ は、 奥様が 自分の 棄子に 

あ. T せ 

着せて やった 袷 の 共 ぎれ なんだ つてよ」 

「えつ、 スミ 枝ち やん、 何 だって」 

今の 今まで、 ろくに へんじ もしなかった 房 枝が、 こ 

れを きくと、 急に もの をい いだした。 スミ枝 は、 あき 

れ ながら も、 房 枝が 口 をき くように なった こと をよ ろ 

こんで、 くりかえし 説明 をした。 

「あら、 あたし、 思いだ したわ」 

房 枝 は、 瞳 を 輝かせた。 

「どうした のよう、 房 枝さん」 



「あ、 たしかに、 あれに ちがいな いわ。 ねえ スミ枝 さ 

まも リぷ くろ 

ん。 あたしのお 守 袋の 中に、 あの 手箱と 同じ 梅に 

うぐ レす 

鶯 の 模様の メリンスの きれで 作った 小さい 袋が 入つ 

ている の を 思いだ したの よ」 

「それ、 ほんとう。 じ や、 見せて ごらんなさい」 

「あ、 そのお 守 袋 は、 ここに はない のよ」 

「じ や、 しょうが ないじ やない の。 どこへ やって し 

まった の」 

「黒 川 団長の 胸に かけて あんのよ」 

「あ ー ら、 なぜ そんな こと を」 

「だって、 黒 川 団長が、 あのと おりの 大 怪我で 重 能 f で 



発明した 新 X 塗料 は、 十分 信用しても いいのです。 私 

は、 この 実験に も 度々 立ち合い、 それが 爆薬に はたら 

いて、 無力に してし まう ところ を、 十分に 見て 知って 

います。 だから 心配な しです。 今度 こそ、 彦田 博士の 

新発明の 爆発 防止 塗料が、 いかにす ばらしい 力 を もつ 

ている か を 証明す る大 がかり な 実験 日です よ」 

「そうね 〔# 「そうね」 は ママ y とにかく、 もうす ぐ 午 

後 九 時が くる。 しかし 万一 博士の 塗料が 効目がなくて、 

都下の 生産 工場が 一せ いに 爆発した としたら、 僕たち 

は 申 訳に 切腹しても、 追いつ かないよ」 

「大丈夫で すよ。 科学の 力 を 信じて ください。 ほら、 



は、 一せ いに 立ちす くんだ のであった。 

帆 村の 言葉 は、 ついに でたらめに 終った のであろう 

ゝ o 

力 

ただ、 爆音 は、 そのと き 一回き りであった ことと、 

皆が たちさわぐ 中に、 帆 村 一人が、 平然とお ちついて 

いる ことが、 敏感な 田 所 検事 を 不審 がらせた。 

「帆 村 君。 あの 音 はなんだ。 あれで も、 爆発 じ やない 

というの かね」 

帆 村 は、 ちょっと 困った という 顔 をして、 

「今の も、 やっぱり 爆発で しょうね」 

「すると、 君の 予想 は、 見事に はずれた」 



「いいえ、 はずれて はいません。 今の は 番外です。 他 

の 工場 は、 どこも みんな、 林の ように 静まり かえって 

レ ます」 

「なるほど、 それ はそう だ。 だが、 番外と は、 どうい 

うこと かね」 

「あれ は、 あれ は 多分、 トラ 十の やった 仕事 じ やない 

でしよう か」 

「トラ 十？ トラ 十と いえば、 さ つ きから 見えない が」 

「僕 も、 ちと 油断 をして おりました。 トラ 十 はすつ か 

り 改心して、 僕と 一緒に タ ー ネフ 邸に しのびこみ、 僕 

に 手伝って、 あのと おり、 おそるべき BB 火薬 を 新 X 



塗料です つかり 無力に してし まった のです。 だから、 

僕 はつい 目 を 放して いたのが いけなかった のです。 ト 

ラ 十が、 われわれの そばから 姿を消した ことに 気がつ 

いたの は、 三十 分 ほど 前でした」 

「それで、 番外の 爆発 事件と いうの はどうい うこと か 

ね」 

「今に、 報告が 入って くるで しょうが、 あれ はタ— ネ 

フ 邸が 爆発した のではないでしょう か。 あの 火の見 当 

といい、 あの 爆裂の ものすご さとい い、 あれ はどうし 

て も、 タ ー ネフ 邸の 花園の 下にあった BB 火薬庫に 火 

が 入った としか 考えられません。 きっと、 そうです よ- 



山の 上に、 タ ー ネフ 邸の 怪 爆発 事件の 報告が された。 

なんでも、 爆発 現場 はものす ごい ことにな つてい る そ 

うで、 あのうつ くしい 花壇 は どこへ 飛び散つ たか、 花 

の 首 一 つ 落ちて おらず 邸宅 も 爆発と 同時に、 その 半分 

が 吹きと び、 その 残り も あと 五分 ほどのう ちに 紙の よ 

うに 燃えつ くして しまったそう である。 今更 おどろか 

される BB 火薬の 威力であった。 

これ は、 その後の 話で ある けれど、 タ— ネフ 一 味 も 

トラ 十 も、 ついに 永遠に 姿 を 見せなかった。 だから、 

トラ 十が タ ー ネフに 恨 をのべ にいって、 爆薬に 火 をつ 

せんりつ 

けて あの 戦 すべき 最期 をと げた こと は、 帆 村た ちの 



推測に よる だけであった。 しかし 帆 村の 推測 は、 前後 

の 事情から 考えて、 多分 まちがい のない ことのよ うに 

思われる。 

か い こ つか ほんぶ 

かくして 世界 骸骨 化 本部が タ— ネフ 首領た ち を 使つ 

て 日本 一 の 工場 〔# 「日本 一の 工場」 は ママ U を 一せ いに 

破壊し ようとし、 世界人 類の 平和 生活に 大きな ひび を 

入れよう とした 戦慄すべき 陰謀 は、 きわどい ところで 

防ぎ とめられた。 全くもう 一 歩と いうと ころであった- 

あぶなかった。 あぶなかった。 

すると、 房 枝 は、 どうしたであろう か。 両親の ため 

国家の ため、 房 枝 は、 爆薬の 花 籠と 共に 沼の 中に 身 を 
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